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賈島における?｢泉｣　の意味?根源的存在との交わり―
松　原
朗
序言
前稿｢賈島の原東居-詩的世界の現場｣(『専修人文論集』第85号､二〇〇九年一〇月)　において､買島 原東居
の生活の復元を試みた｡本稿は､その続編であり､また観点を限定した上での発展である｡孤独であった原東居の生活 中で､賈島は如何にしてその孤独に堪えて､精神の均衡 保つことが出来たのかを考えることが､本稿の課題である｡
賈島の原東居における生活は､多くは孤独の中に過ごされていた｡数日､あるいは数十日の間､賈島は昇道坊の
一隅にあるみずから原東居と称した住居の中に､外部との交渉を断って逼塞していた｡しかもその孤独は､必ずしも
賈島の望むも ではなかった　(前稿 第七節'及び結語)。進士に及第して蜀の故郷に錦を飾ることになった詩友の李餘を送別する｢送李餘及第歸蜀｣詩には､次の様に､
自らの孤独をかこつ言葉が見える｡
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肯寄書來否　　肯て書を寄せ
來るや否や
原居出甚稀　　原居出づること甚だ稀なり
(大意)　私に手紙をくれますか｡この原東居から'外に出ることはめったに無いのです｡
また先輩詩人である張籍が原東居を訪ねてきた時に作った｢張郎中過原東居｣詩｡
年長惟添懶經旬止掩關
た
年長けて惟だ懶を添え旬を經るも止だ關を掩ふ
幾時能重至水味似深山
　幾時か能く重ねて至らん水味深山に似たり　
(大意)年を取ると物ぐさになり'十日以上も門を閉ざしたままです｡……何時になったらば､もう一度来て頂けるものでしょうか｡拙宅には何もありませんが'深山の湧き水にも似た､旨い水だけはあります｡
また劉侍御の宅を訪ねる希望を述べた｢寄劉侍御｣ ｡
衣多苔蘇痕猶擬更趨門
衣に苔辞の痕多し
　
猶は更 門に趨らんと擬す
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自
夏
雖
無病　　夏日
り
病無しと
雖
も
經
秋不過原　　秋を
經
るも原を過ぎず　(後略)
(大意)家の中に逼塞しているので､衣服には､徴が生えてしまった｡それでもあなたのお宅を訪ねたいと思います｡夏からは別に病気でもないのですが､秋になっても原東居を出ていません｡
これらの詩において､
賈島は人恋しい思いを余りにも素直に訴えている｡
質島の原東居の孤独な生活の中にも､確かに詩作という愉悦はあった｡彼自身が｢古風｣と呼ぶ純乎たる空気に
満たされた原東居は(｢和劉涵｣詩に｢閉扉一畝居､中有古風還｣)､賈島の豊穣な創作の場となった｡しかしながら､原東居がまるで閉鎖された空間だったとすれば､賈島は､ここで過ごす長い孤独な時間に堪えることはできな ったであろう｡しかし賈島はその生活に二十年近く堪えた｡このことは､原東居の生活の中に､孤独を癒やす力を賈　島に与えるもの 有っ ことを意味する｡いわば世界の根源へと賈島を繋ぎ止めるも が､そこには有った｡それは原東居から眺望する南山の姿であり､もう一つは｢泉｣　であった､と言うのが本稿が提起したい仮説である｡
前者は､ある意味では分かりやすい｡｢南山三十里｣(｢望山｣詩)　とある､原東居から十五キロばかりの距離にあ
る南山は､賈 の目視の限界､｢目視の緑｣に位置して る｡その南山の存在は､常に賈島の視線を遠くへと導いたことであろう｡また山によって視線が遮られるために､却ってその向こう側の世界　(巴蜀)　にも関心が惹かれる
　
ことにな ｡買島 ､南山の背後にこだ する巴国の猿 鳴き声を､思い浮かべ ｡｢疊岫 猿を隔つ｣(｢寄劉侍御｣詩)｡また関中平野の真ん中 屹立する山塊は､それ自体が造化のエネルギーの噴出に他ならない｡これを見る賈　
ヽヽ
島は､その中から元気を吸収してい に相違ないのである｡
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しかも南山の紫閣峰･
白
閣峰の麓には仏寺が集まり'と
く
に草堂寺(鳩摩
什
の
墓
の所在地)　には従弟でもある
　
詩僧の無可が住していた｡賈島はこの草堂寺に投宿したこともあった｡賈島が南山のたたずまいを詩に読む時に'しばしば紫閣峰(西峰)　の名をあげる は'知友を懐か む に止まらず'南山の荘厳な空気に抱擁された世界へのあくがれが込められていたと見るべきだろう｡
ヽヽ
賈島における山の見える眺望への執着は､長安寄寓の初期の　｢延壽皇精舎寓居｣詩の　｢肺肝即巌峰｣　(胸中の思
いは'あの気高い山岳)　に始まり､｢望山｣詩に結晶するに至るまで'賈島の胸底を伏流していた｡南山を眺望する原東居のト居が'｢誰家最好山､我願為其鄰　-　誰が一番山が好きなのか。自分はその人の隣りに引っ越すことにしたい｣(｢望山｣詩)　という願望の実現であっ こと ､重い意味を持つとしなければなるまい｡
賈島が眺めた南山を'一つの景観として理解するだけでは不十分であろう｡景観は'それを見る者たちによって
共有可能なものとしてある｡しかし買島にあった は'そのような景観ではなく'主観の中に取り込こまれて一体化されたものである｡南山を見 ことが､そのまま自己を見ることと重なるような関係､つまり､対象と主観が主客未分の一体感に結ばれるような､直覚的な体験の中に南山は置かれていたと言っても良い｡対象がそ ように内化された時'それは自己を支え 力と
ところで賈島の原束居の生活の中で'南山以上 重要な意味を持つのは､泉であろう｡ここに言う｢泉｣は'日
本語の用法のように自然に湧出するものだけを指すのではな ｡井戸から汲み上げるものも｢泉｣　であり'井戸水のことを｢井泉｣と言う｡つまり｢泉｣また｢泉水｣は'地下水のこ で る｡賈島 こ 　｢泉｣ に強く執着した
井戸から汲み上げる泉水は､それ自体として日常の卑近にあり'あるいは日常生活そ ものの中にある の変
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哲もない泉水に､賈島が特別の思いを繰り返し表明している事実の中に､賈島の文学を考える一つの重要な鍵があるように思われる｡
一　白居易の詩における泉
賈島の詩に見られる泉水の特徴を論ずる前に､当時の詩に詠まれる平均的な泉水が如何なるものであるかを理解
する必要があるだろう｡
泉水は､盛唐期以前の詩歌の一般的な用法としては､①地名の一部としてもちいられるもの(｢酒泉｣｢通泉駅｣｢玉
泉寺｣など)､②死者の世界の比倫(｢黄泉｣など)､③落涙 比喩(李白｢白頭吟｣に｢涙如雙泉水｣ 杜甫の｢杜鵑｣に｢涙下如迸泉｣など)､を除けば､主 山中の清流　(渓流)　を指すことが多かった｡それが岩の間を流れていれば｢石泉 となり､急斜面 流れ下れば｢奔泉｣｢瀑泉｣｢飛泉｣などと呼ばれた｡
　
また清流と認識される限りにおいて､平地を流れる川も｢泉｣ 呼ばれることがあった｡杜甫が夔州の東屯で作
ヽヽ
った　｢六月青稻多､千畦碧泉亂｣(｢行官張望補稻畦水｣)　は､疎水の澄んだ水を稲田に漑ぐ様子を描いたものである｡
ヽヽヽヽヽ
さらには､泉が山中の清流を指すことから転じ､｢林泉｣など 熟語となると､山中を指し､あるいは故郷や隠
ヽヽヽ
遁世界の代名詞として用いられることもあった｡杜宙が成都の浣花草堂を懐かしんで作った｢寄題江外草堂｣に｢嗜
　　ヽヽ
酒愛風竹､卜居必林泉｣とあり､
岑參
の　｢送永壽王贊府逕歸縣､得蝉字｣　に｢當官接閒暇､暫得歸林泉｣とあるの
が､これに当たる｡
以上の用法は､盛唐以前にすでにあり､また中庸以降においても継承される､いわば　｢泉｣　の基本用法と考えて
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も良いものである｡従ってここで確認すべきことは､盛唐期以前の詩材としての泉には､井戸の水を指す用法は極めて少なく､また人工的な庭園の一要素としての泉やその水を蓄えた池水を指す用法も'殆ど見られないという事実である｡前者については'一般論として､井戸水が余りにも日常生活と密着して､詩的認識の対象となりにくかったためであり'後者については'文人による造園が盛唐以前 まだ流行していなかったことと対応するも である｡
*
*
*
*
*
*
泉水は'中庸期になると文人たちの間における造園熟の高揚の中で'注目される詩材へと成長する｡ここでは白
居易を中心に､泉がどのように詩に詠み込まれ かを見てみ ことにしたい｡白居易は'江州の盧山草堂でも､また余生を養った洛陽の履道里宅においても造園に強い関心を示 ､その繋がり 中で多くの泉を詠み込む詩を作っている｡その白居易の中に'当時の文人の泉に対する関心を典型的に窺いうるものと思われる｡自居易 　｢泉｣　の字を詩題もしくは詩 に詠み込んだ詩は全部で一六五首　(他に自居易が参加した聯句二首｢西池清泉聯句｣ 秋霧
( 3 )
即事聯旬三十韻｣ともに　『全唐詩』巻7-0所収)　あり'その数は唐代詩人 中でも最 多い｡しか そこには庭園以外の泉水についの作例 幅広く含まれている｡その点でも'白居易に即して泉水 用法を調べることは'当時の文人が泉水について懐く心象を知るため 有効であろう｡
造園の始まりは､先秦時代にまで遡る｡魏晋以降 れば'大小の庭園　(園林･山荘)　について枚挙に暇無いほ
どの数になるだろう｡西晋の石崇の金谷囲う東晋の王義之の蘭亭'盛唐の王維の輞川荘などは'そ に関わる文学作品が存在することによってとりわけ著名な のとなった｡
ところで造園は'安史の乱以降'一つの転機にさしかかる｡これ以前のいわゆる王侯貴族ではなく'主に科挙出
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身の文人官僚たちが､自己の富や権勢を誇示するためではなく､文人としての高雅な趣味の証として造園に参加し
　　　
始めたからである｡白居易は､その中の代表格と言っても良いだろう｡彼は､いわゆる権臣ではなかった｡彼が晩年に退去した洛陽の履道里宅について言えば､自分の趣味に叶う庭園を実現するために馬二頭を売却して費用を捻
ヽヽ
出したことは　(左記｢洛下卜 ｣詩の自注に｢買履道宅､價
不足､因以兩馬償之｣)､文人の造園に対する情熱を示
す興味深い事例となるだろう｡
白居易は､長慶四年､杭州刺史を罷めて洛陽に帰って来た｡この時､履道里にある放散騎常侍楊憑の旧宅を購入
して､そこを自らの第宅 ｡白居易は､杭州の地で手に入れた華亭鶴と天竺石を､わざわざ洛陽まで運び､池の畔に､その二物を布置している｡
洛下卜居
三年典郡歸､所得非金帛｡天竺石兩片､華亭鶴一隻｡飲啄供稻梁､包裹用茵席｡誠知是勞費､其奈心愛惜｡…(中略)…東南得幽境､樹老寒泉碧｡池畔多竹陰､門前少人跡｡未請中庶祿､且脱雙驂易｡豈獨為身謀､安吾鶴輿石｡
(大意)　三年間、杭州の刺史を勤め上げたが､手に入れたものは､金品などではない｡それは二箇の天竺石と､一羽の華亭鶴｡鶴には贅沢な稻梁の餌をやり､石はムシロで丁寧に包んで運んで来た｡手間 随分掛かったが､こうせずには居れなかったのだ｡…(中略)…屋敷の東南の奥まったところ､そこ 老木と澄 だ池がある｡池の周りは竹が茂り､門は訪ねてくる人も稀 ｡まだ太子左庶子 俸禄も頂戴しないうちに､二頭の馬を売り払った｡決して自分のためではない､鶴
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と石を大事にしたかったのだ｡
ところで自居易が泉水を満たした池とは'いかなる池であろうか｡
引泉
一為止足限'二為衰疾牽｡邴罷不因事'陶歸非待年｡歸來嵩洛下'閉戸何翛然｡靜掃林下地'閑疏池畔泉｡伊流陜似帶'洛石大如拳.誰教明月下'為我聾濺濺｡竟夕舟中坐'有時橋上眠｡ 用施屏障'水竹繞床前｡
(大意)一つには足が不自由なため'二つには衰疾のため｡邴曼容が高禄を辞退したのは'不祥事のためではなく､陶淵明が園田に帰ったの 定年になったからでもないのだ｡嵩洛(洛陽)　の地に帰ってきて､ゆったりと自宅に籠る｡木々の下を掃除し'池の畔へと泉を引く｡伊川は'帯のように細く流れ'洛川の川原の石は拳ほどに大きい｡誰か私のために'明月の夜に'せせらぎの音を届けてくれないも か｡一晩中'池に浮かべた舟に乗って､時おり橋の上で眠る｡屏風を立
ね
てる必要はない｡池辺の竹が'屏風 替わり 寝台を取り囲んでいるからだ｡
白居易が池に引いて来る泉とは'洛陽の南を流れる伊川から取り込んだ疏水の水であり'自然に湧出した泉の水
でも'井戸から汲み上げた水でもない｡伊川の水は'華北の川が一般に黄濁しているのとは異なって澄んではいるが'しかし山中を流れる渓流ではない｡その水をあえて泉と称するのは'自己の池を配した庭園を'山居の風情に
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重ね合わせたかったからであろう｡このことからも分かるように､文人たちが描くところの庭園の泉水やそれを満たした池とは､多くの場合､近くを流れる川の水を引き込んだものである｡
一の回　｢石｣
白居易の造園について注目したいのは､石に対する執着である｡白居易が天竺石をわざわざ杭州から運んで来た
ことは､当時の庭園の構成で石が重要な役割を果たしていた を物語る｡白居易をして語らしむれば､石は山の
　
譬揄であり､同 にま ､泉水が潺湲と水音を奏でて流れる場な である｡
石については､次の詩が参考になる｡詩題に｢李盧二中丞各創山居､倶誇勝絶｡然去城稽遠､來往頗勞｡弊居新
泉､實在字下｡偶題十五韻､柳戯二君｣　(中丞である李仍叔と盧貞の両君は､それぞれに山居 構えて､景色の良さを自慢しているが､しかし街中からやや遠い｡拙宅の新しい泉は､間近の軒下にある)　と述べ 白居易は履道里の庭の泉の立地の良さを誇る｡その詩の部分を引用する｡
未如吾舎下､石輿泉甚邇.鑿鑿復濺濺､晝夜流不巳｡
(大意)　両君の庭園は'わが家のように｢石｣と　｢泉｣が身近にあるのには及ばない｡さらさらと水音を立てて､昼も夜も流れ続ける｡
ヽ
ここに言う｢石｣は､李仍叔と盧貞がそこに山居を構える山と対応している｡そして石の上でせせらぎの音を奏
でる疏水の水は､山から湧き出し流れ落ちる泉水と対応する｡石を山に見立てるのも､疏水の水を泉水に見立てのも､限られた庭園の中に､奥深い山水の趣を取
り
込もうとする当時の造園哲学の反映である｡
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次の　｢閒居'自題戲
招宿客｣詩は､履道里宅に友人を招いて泊まらせた時の作である｡詩の末尾に自注｢西亭牆
　
　
下､泉石有聾(西亭の土牆の下は'泉石が水音を響かせる)｣が添えられている｡白居易は'潺湲たる水声を作る
ために､疏水の引き込み口に意図して石を据えたのである｡詩の末尾四句
を読みたい｡
ヽヽ
渠口添新石'籬根寫亂泉｡欲招同宿客､誰解愛潺湲｡
(大意)水路の引き込み口に新たに石を据えたので､籬の下に､泉の水が瀉ぎ落ちることになった｡拙宅に泊まってもらいたいのだが､さて誰が'この潺湲たる水音を気に入ってくれるだろうか｡
石は'日本語が小さな石だけを指すのと語感と異なり､大小に関わりなく用いる｡つまり石は'巨岩ともなる｡
だからこそ雲が湧き出る岩山を雲根と言うが､その雲根は同時に｢石｣とも言われるのである｡白居易は'その石に執着している｡石は'渓流が流れる深山の象徴でもあり'また池亨に引き込んだ疎水に水音を奏でさせる具体的な道具でもあった｡
｢西街渠中種蓮疊石､頗有幽致'偶題小樓｣詩には､｢買石造潺湲(石を買ってせせらぎの 作る)｣の旬 あ
る｡また左に掲げる｢南侍御以石相贈'助成水聲'因以絶句謝之｣詩は'侍御の南卓が庭にせせらぎを作るために石を贈ってくれたのに答えたものである｡
泉石磷磷聲似琴'閒眠靜聽洗塵心。莫輕兩片青苔石'一夜潺湲直萬金｡
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(大意)泉石はサラサラと琴に似た者を奏でる｡臥して聞いていると､汚れた心を洗い清めるようだ｡二箇の苔生した石を軽んじてはなるまい.夜もすがら
潺湲と水声を響かせること､あたかも万金の値打ちがあるのだ。　　
以上の数
篇の作例から､泉石が庭園に不可欠の設えであることが理解されよう｡白居易(また文人たち)は､庭
に引き込む疏水を｢泉｣に見立て､｢石｣を､泉が流れ落ちる山に見立てて､渓流のせせらぎを庭園の中に再現しようとしたのである｡
一の（2）　｢竹｣
また造園において､泉　(池水)･石とともに重要な役割を果たしたのが､竹である｡これについては､簡単に見
ておきたい｡
白居易は､自らの履道里宅の有様を｢池上篇｣　(大和三年829､五八歳の作)　の中で｢地方十七畝､屋室三之一、　
　　
水五之一､竹九之一､而島樹橋道間之｣と描いて､ 水 　(池水)　と共に､｢竹｣が大きな面積を占め いることが特筆されている｡
白居易は､洛陽の履道里宅の他 も､これはやがて売却することになるが､長安の新昌里に住宅を所有していた｡
その二箇所の宅を詠じた｢吾廬｣詩に
新昌小院松當戸､履道幽居竹遶池｡莫道兩都空有宅､林泉風月是家資。
(大意)新昌里の小さな庭は､松が玄関の前に植わっており､履道里の幽居は､竹が池を遶っている｡二つの都 無駄に
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宅があるとは言わないで欲しい｡林泉と風月(が作る山中の趣)　こそが'わが家の宝なのだ｡
ヽヽ
また前掲の｢引泉｣詩には｢竟夕舟中坐､有時橋上限｡何用施屏障'水竹繞床前｣とあり､また同じく前掲の｢洛
ヽヽ
下ト居｣詩に｢池畔多竹陰､門前少人跡｣とあるように､履道里宅の池辺の竹を､白居易は繰り返し詩に詠じている｡
次の　｢將歸一絶｣詩は'大和七年833'六十二歳にして河南尹　(河南府の長官)　を罷めたときの制作である｡その
後も白居易は太子左庶子東都分司･太子少傅東都分司などを歴任するが､それは多分に名義的な官職に過ぎない｡つまりこの時の河南尹の退職が､実質的な意味での白居易の退休であった｡こうして終 住処である履道里宅へ帰る喜びを率直に綴る詩の中に'やはり｢泉｣と共に｢竹｣が現れる｡
欲去公門返野扉'預思泉竹己依依.更憐家醞迎春熟'一甕醍醐待我歸｡
(大意)　役所を去って'わが家に帰る｡庭の泉と竹を思うだけで､懐かしさが込み上げてくる｡自家製の酒が､春を迎え
　　　
て熟している｡藍を満たすこの醍醐味が､自分の帰りを待ちかねてい のだ。　
白居易は'家に帰り着く前から'泉水を蓄えた池と'池辺を囲む竹の林に心を惹かれている｡履道里宅の竹林は'
庭園に不可欠の布置だったのである｡
※　また洛陽履道里宅の取得に先立って､服喪のために下邽に屏居した時期と'江州に貶謫された時期に'白居易はそれぞれの地に造園しているが､そこにもやはり泉水(また池水)　と竹との組み合わせがあった｡
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･引泉來後澗､移竹下前岡｡(｢渭村退居､寄禮部崔侍郎翰林錢舎人詩一百韻｣)
ヽ
･灑砌飛 纔有點 拂窗斜竹不成行｡(｢香爐峰下新卜山居､草堂初成､偶題東壁｣)
白居易の竹に対する愛着を窺うことができよう｡
一の（3）　対偶の中の　｢泉｣
文人たちの庭園は､しばしば池亭と称される｡また白居易が自らの履道里宅を措いた文章が｢池上篇｣　であるよ
うに､池が庭園の中心である｡そしてその人工の池には､水を貯えるために泉水を引かなければならなかった｡またその池に山中の趣を添える不可欠の道具が､石と竹であった｡池は､それだけでは単なる貯水池に過ぎ い｡池を中心に､そこに向かって泉水と石と竹を配して造り上げられた人工の　｢山中｣が､文人たちの求める庭園だった
このような白居易の庭園を､改めて泉水を中心に捉え直すとどうなるであろうか｡庭園は､泉水だけで構成され
るものではない｡そこ は､泉水を蓄える池があり､石があり､竹がある｡泉 は､不可欠の要素ではあっても､一部分でしかない｡かくして白居易の関心が泉水そのも に集中しなかったことは､具体的な詩的修辞の面からも指摘することが出来る｡泉は､殆ど必ず､対偶関係の中に現れるのである｡対偶関係は､まず二字から成る対語レベルで実現される｡｢泉石｣｢石泉｣また｢泉竹｣　｢竹泉｣となった時､｢泉｣はもっとも基礎的なレベル 対偶関係の中に取り込まれることに る (それが並列関係か修飾関係かは､今は不問とする)
ヽヽ　
対偶関係は、このような二字 熟語となるに止まらず、詩においては、句中のレベル（句中対）、句同士のレベ
　　　　　ヽ
　ル　(対句)､聯同士のレベル　(隔句対)　において現れることになる｡
対偶の特性は､それと同じ重さを持った他者 対置して相対化することであり､この結果､そ 自身を突出させ
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ることが無くなることである｡つまり泉を対偶構造の中に置くとは､泉それだけに関心を集中させないことでもある｡白居易の詩に現れる泉は'大部分が対偶構造の中に置かれている｡このことは､白居易が詠ずる泉水は､その大半が庭園　(もしくは庭園が模倣す ところの切り取られた山水)　を描く中に現れるものであり'庭園を構成する｢石｣　｢竹｣などの複数要素の一部であるに止 るという事態と､対応するものである｡
以下'｢泉｣が､｢石｣もしくは｢竹｣と対偶関係に置かれたものに限って'用例の一部を書き出してみよう｡
【 句 中 の 対 偶 】
ヽヽ
･石擁百泉合'雲破千峰開｡(｢祗役駱口因輿王質夫同遊秋山偶題三韻｣)
ヽヽ
･未如吾舎下､石輿泉甚邇｡(｢李矑二中丞各創山居､倶誇勝絶'然去城小稍遠'來往頗勞｡弊居新泉'實在宇下｡偶
題十五韻'聊戯二君｣)
ヽヽ
･殷勤傍石達遶泉行'不説何人知我情｡漸恐耳聾兼限闇'聽泉看石不分明｡(｢題石泉｣)
ヽヽ
･老愛東都好寄身､足泉多竹少埃塵｡(｢贈侯三郎中｣)
ヽヽ
･欲知住處 城下､遶竹 聲是白家｡(｢招山僧｣)
ヽヽ
･風清泉冷竹修修'三伏炎天涼似秋｡(｢池畔逐涼　【対句】
　　　
･吟詩石上坐､引酒泉
邊酌｡(｢寄王質夫｣)
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･
淨石堪敷坐､寒泉可濯巾｡(｢題報恩寺｣)
ヽヽ
･古石蒼錯落､新泉碧
縈紆｡(｢閒居偶吟招鄭庶子皇甫郎中｣)
ヽヽ
･引泉來後澗､移竹下前岡｡(｢渭村退居寄禮部崔侍郎翰林錢舎人詩一百韻｣)
ヽヽ
･灑砌飛 纔有點､拂窗斜竹不成行｡(｢香旅爐峰下新卜山居草堂初成偶題東壁｣)【 隔 旬 柑 】
ヽヽ
･泉來徒絶壑､亭敞在中流｡竹密無空岸､松長可絆舟｡(｢宿池上｣)
以上の例からもその一斑が窺われるように､白居
易の泉水は､句中･対句･隔旬相の様々なレベルにわたって､
多くは対偶構造の中の片側に現れている｡白居易においては'泉水はそれ自体が関心を引くものではなく､石･竹などのいくつかの要素の組み合わせの中で､初めて意味を持つものであった｡白居易の泉水そのものに対する格別の思い入れを見出だすことは難しいのである｡
一の（4）　寓意としての　｢泉｣
白居易には､泉水それ自体を中心的な題材に取り上げた詩がないわけではない｡
途中題山泉　白居易
決決涌巌穴'濺濺出洞門｡向東應入海､從此不歸源｡
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似葉飄辭樹'如雲斷別根｡吾身亦如此､何日返郷園｡
(大意)　巖穴からコンコンと湧き出し、　洞窟からサラサラと流れ出す｡東に流れて海に入り'源に帰ることはない｡葉が'木 はらりと落ちるように'雲が雲根(岩山)　から離 るよう ｡我が身もこれと同じようなもので'いつになれば故郷に帰ることが出来ようものか｡
この詩　(長慶四年に杭州から洛陽に帰る途中の作)　は､泉水に｢一去不返｣　の観念を寓意している｡しかもその
寓意は､枝を離れた落ち葉'山を離れた雲のイメージによって強められた上で'政郷を離れた遊子の嘆きを導き出すのである｡しかしこの結果として'泉水は､｢一去不返｣　の連想の出発点ではあっても､｢一去不返｣　の寓意を読み出してしまえば'いわば用済みのものとなる｡泉水は'それ自体が白居易の関心の対象となってるわけではない｡
次に掲げる詩は､元稹の｢分水嶺｣に唱和したものである｡泉をいわば主題的に取り上げ'泉の中から豊かな連
想を引き出している｡しか ここでも泉水は'畢竟 寓意の材料として利用されるに止まっている｡す わち'一去不適の泉は'ひとたび異なる方向に流れ出せば再び巡り会うこ はない｡兄弟骨肉の別れの寓意となる｡またその上で'江陵に貶謫されている親友の元稹と 別れを悲しみの寓意ともなるのである。
和答詩十首　和分水嶺　白居易
高嶺峻稜稜'細泉流亹亹｡勢分合不得'東西随所委｡悠悠草蔓底、濺濺石罅裏。分流來
幾年'晝夜兩如此。
朝宗達不及､去海三千里｡浸潤小無功､山苗長早死｡
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縈紆用無所､奔迫流不己｡唯作鳴咽聲､夜入行人耳｡有源殊不竭､無坎終難止｡同出而異流､君看何所似｡有似骨肉親､派別従茲始｡又似勢利交､波瀾相背起｡所以贈君詩､將君何所比｡不比山上泉､比君井中水｡
白居易は､唐代詩人の中で最も多くの泉水を詠んだ詩人であるが､その傾向の大略は以上よ
り了解されるであろ
う｡白居易にすれば､泉水は第一には､文人としての趣味を実現する庭園に不可欠の布置であった｡また庭園は､山水という隠遁世界のミニチュアであるから､そこには隠遁への連想が当然のように付帯することになる｡しかしそこに置かれた泉水は､泉水そのものに対する関心ではなく､それを含み込んだ庭園､ないしは審美化され矮小化された隠遁世界への関心の一部であるに止まっていた｡
さらに寓意詩である　｢途中題山泉｣　｢和答詩十首　(和分水嶺)｣が､泉水そのものへの関心を主題とするものでは
ないことは､繰り返すまでも無いであろう｡
一の㈲　総括‥白居易詩の　｢泉｣
中唐の時期に､泉がどのように詩材として取り上げられたかを､白居易において観察してきた｡白居易詩に見ら
れる｢泉｣が､庭園を扱った詩に集中して ること この時期 文人の間で造園熟が盛んとなり､泉水がその庭園に不可欠の要素となったことの反映である｡しかし泉水は庭園を構成する一要素である 止まり､その結果として､泉水そのものに特別の意味づけをし､また主題的に詠じようとする詩は作られることもなかった｡
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またこの点と并せて'さらに二つの特徴を指摘する必要がある｡第一に'｢泉｣と称しながら'泉(地下水､ま
た山中の清澄な渓流)　の実質を失って'単に住居の周辺を流れる疎水の水を指すだけになっていること｡庭園が､
( 5 )
山中ではなく'長安や洛陽の街区に造営されるようになったことの必然的な結果である｡なおこの点につ て言えば'盛唐詩から 大き 変化と言っても良い｡盛唐詩 現れる｢泉｣は'泉の基本義に近い渓流の用法から逸脱するものは､殆ど無かったのである｡
第二に'泉水をもって井戸水を指す用例が皆無であることである｡つまり白居易の泉水に対する関心から､井戸
( 6 )
水は完全に抜け落ちているのである｡そしてこ 点こそ､白居易から以下に述べる賈
島を決定的に分かつものなの
である｡
二　白居易以外の詩人　-　姚合の泉
こうした白居易の泉の庭園詩への傾斜は､当時の詩人が詠ずる泉水の傾向を代表し'その典型 示すものである｡
なお姚合の場合になると'ややニュアンスを異にするのが興味深い｡貫島の詩友でもあり'武功体の詩人として知
( 7 )
られる姚合の世界からは、文人趣味に発する｢贅沢品としての庭園｣は基本的に敬遠される｡替わって出現するは､ありのままの自然を取り込んだ簡素な庭園であり あるい 住居 外部に存在するありのままの自然である｡
次に部分を掲げる三篇の詩は'それぞれ華州(西岳華山の麓)　に赴任する友人を送別し'また陸渾(洛陽南郊)
や華山に住まう友人に寄せたものであり'それぞれの土地が俗世から隔たる清浄境であることを描写する文脈で泉が現れている｡①は'庭園の'②③は'附近の環境の描写であろうが､①の場合にしても庭園を人為的に造作した
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ものではなく､むしろありのままの自然をそのまま取り
入れたことを主張するものである｡
①送
裴中丞赴華州　姚合
ヽ
徑草多生藥､庭花半落泉｡人間有此郡､況在鳳城邊｡
②寄陸
渾縣
尉李景先　姚合
ヽ
地偏無驛路､藥賤管仙山｡月色生松裏､泉聲在石間｡
③寄馬戴　姚合
ヽ
隔屋聞泉細､和雲見鶴微｡新詩此處得､清峭比應稀｡
ヽヽヽヽ＼
しかしながら､泉を景観の中の審美的対象として捉える点で､それが人造の庭園であるか､自然の一部であるか
というニュアンスの相違があるとはいえ､白居易と姚合との間に本質的な視点の相違があるわけではない｡この意味で､姚合は白居易と同じ時代の空気を呼吸する詩人であった｡
※なお姚合で注目したいのは､飲み水としての泉､つまり井戸水を描くものが以下のように複数存在することである｡
街西暦三首其一　姚合
淺淺一井泉､數家同汲之｡獨我惡水濁､鑿井庭之陲｡
新昌里　姚合
　　
　
舊
客常
樂
坊､井泉濁而鹹。新屋新昌里､井泉清
而甘｡
次に掲げる詩は､深山から湧き水を竹筒で引いてくることを述べる｡薬草を洗うには､川の水では汚いし､花に水を注ぐには､
ヽヽヽ
雨水だけでは頼りない､と述べる｡造園する時に引き込む疎水の水をあながちに泉と称する とは異な-､その水質の清浄さ
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を問題とする点に注目したい｡
題僧院引泉
泉眼高千尺'山僧取得歸｡架空横竹引､鑿石透渠飛｡洗藥渓流濁'澆花雨力微｡朝昏長遶看､護惜似持衣｡
三　賈島の泉
白居易に代表される文人の詩に現れた泉水との比較において､賈島の泉水は'まず第一に'そこに庭園に引き込
ヽヽ
まれた泉水や'その泉水を貯える池を詠じたものがないことが特徴となる｡
賈島の泉を詠んだ詩は'全部で五三例(詩題に｢贈弘泉上人｣とある詩を除く)｡この中で'人工的な の構
成要素として読み込まれている｢泉｣は'皆無と言って良い｡今しいてそれに近いものを挙げれば､以下の三例となるであろう｡①靈準上人院　賈島
ヽ
掩扉當太白'臘數等松椿｡禁漏來遙夜'山泉落近鄰｡經聲終卷曉'草色幾芽春｡海内知名士'交遊準上人｡
②和韓吏部泛南溪　賈島
ヽ
渓裏晩従池岸出､石泉秋急夜深聞｡木蘭船共山人上 月映渡頭零落雲｡
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③楊秘書新居　賈島
ヽ
城角新居鄰靜寺､時從新聞上經樓｡南山泉入官中去､先向詩人門外流｡
①は｢靈
準上人の院　(中庭)｣と題された詩である｡しかしそこに現れる｢山泉｣は､院中のものではなく､あ
-までもその外部(近隣)　に滴り落ちるものである｡また②は韓愈の長安南郊の城南荘を流れる南溪に舟遊びした時の作 あり､同時の作に韓愈に｢南溪
始泛三首｣､張籍に　｢同韓侍御南溪夜賞｣がある。しかしこの南溪は､韓
愈詩の其一に｢榜舟南山下､上上不得返｣､遠くまで舟に棹さし とあるように､個人 別荘の中に収まるもので
ヽヽ
はなく､城南荘の外部を流れるものと見られる｡賈島は､その南溪の急流を｢石泉秋急｣と描いたのである｡最後に③の詩では､｢南山の泉(南山から流れ出た渓流)｣は､詩人　(楊秘書)　の新居の門外を流れる であるから､これも新居 外部にあることは確実であ ｡つまり庭園が言及される詩においても､そこに読み込まれた｢泉｣は､いず 庭園 中に人工的に引き込まれた疎水でもなければ､その水を蓄えた池で ない｡あくまでも庭園の外部に､自然の一部としてある｢泉｣　(湧 ･渓流)　である｡賈島の　｢泉｣が､白居易によって典型が示された文人趣味の具体化である を拒絶していることは､注目に値しよう｡
賈島の詩に｢泉｣　の字が用いられるのは､五三例｡そのうち､二一例がほぼ確実に｢井戸の水｣を指す用例と判
くちすす
断される｡しかもその中の九首が､口に入れ 　(飲む･漱ぐ)　行為と一連 ものとして読み込まれている｡こ ことからも直ちに了解されるように､賈島が｢泉｣を想起する時､そ は地表 存在する水　(川や池の水)　 は ､飲用に堪える清潔な地下水であ ことが前提となっていた｡
54
ー　賈島の　｢泉｣　には､地下から取り出された泉水　(井戸や湧泉の水)　以外のものを指す用例もないではない｡
しかしその場合であっても､地下から流れ出して間もない清列な水であることが強調されていることは重要である｡先に掲げた｢和韓吏部迂南
溪｣詩では､その南山から流れ出る渓流の水は｢石泉秋急｣であり､石走るせせらぎの
流れとして形象化されている通りである｡
また并せて注目したいのは､｢泉｣が｢落ちる｣ものとして描か ることである｡
ヽ
･翠微泉夜落(｢訪李甘原居｣)
ヽ
･泉落白雲間(｢寄山中長孫棲嶠｣)
ヽ
･山泉落近鄰(｢靈準上人院｣)
これらは､岩壁を流れ落ちる垂水であり､瀑布である｡それは地上に湧き て間もない泉水の姿である｡また｢山泉入城池､自然生渾波｣(｢寓興｣詩)　とあるように､山から流れ出た泉は､城池　(街の池)　に流れ込む
とたちまち汚されて濁った波を立てるものと て描かれている｡これも泉水は､清列な水でなければならないという賈島の認識の表明であろう｡このような賈島であれば､伊川から別れた疎水を引き込んだ白居易の履道里宅の謂う所の｢泉｣は､如何にその流れの中に｢石｣を置いて潺湲たるせせらぎの水音 奏でさせたところで､所詮は｢泉｣とはなりえないものであった｡
三の川　原東居の泉
賈島の泉水を考える上でまず取り上げるべきは'井戸から汲み上げる泉水である｡それこ が､賈島が泉水を言
う時の､核心である｡
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長安における飲料水の主要な供給源は､井戸である｡賈島が長安に出て来て初めに住んだ延壽坊にも､次に住ん
だ昇道坊の原東居にも､当然のように井戸があった｡延壽坊のものは､確実に｢汲み上げる井戸｣　であるが､原東
ヽヽ
居についても｢朝飢｣詩に｢市中有樵
山､此舎朝無煙｡井底有甘泉､釜中
仍
空然｣　の旬があるので､井戸と考えて
良いであろう｡
とはいえ､原束居に｢瀑布｣があったことを言う｢寄魏少府｣詩があるので､一応､確認が必要である｡
來時乖面別､終日使人慚｡易記卷中
句､難忘燈下談｡
( 8 )
濕
苔
黏
樹
癭
､爆布濺房庵｡音信如相惠､移居古井南｡
この詩は､賈島が､元和七年812秋から数年住まった延壽坊の寓居を引き払って､昇道坊の原東居に移居した直後
の作と推定される｡魏少府は､延壽坊に別れの挨拶に行ったが､その時､賈島はあいにく不在だった｡それから間もなく､賈島は原東居に住居を移した｡そこで今後､手紙をくれる時には昇道坊の新住所にすることを忘れないよ
こぷ
うにと､この詩にしたためた｡そのときの原東居 スケッチが｢濕苔黏
樹
癭
､
瀑
布
濺
房庵-苔は木の瘤に生し､垂
水は茅屋に落ちかかる｣　である｡
ヽヽ
賈島の旧居は繁華な西市に隣接する､延壽坊にあった｡この詩句は､それと対比的に､原東居がいわば山居 あ
ることを印象づけようと狙ったものである｡苔生す老木と垂水は､そ 山居の風情を象徴するための事物であ ｡楽遊原の丘陵一帯には険しい崖もあり､崖を伝って流れ落ちる湧泉 附近にはあったであろう｡しかし原東居については､｢瀑布｣ 言うの 賈島 詩でもこ 一例に限ら ており､修辞的な虚構表現と見るべきものである｡原東居の泉水は､普通に井戸から汲み上げるものと考えて良い｡
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前述したように､賈島が井戸水を話題にする時'関心は　｢その水を口に入れる｣　ことにあった｡そして賈島は､
原東居の井戸の水質を気に入っていた｡次の　｢張郎中過原東居｣詩は､先輩詩人である水部郎中の張籍が､賈島の原東居を訪れた時 作である｡
よ
幾時能重至　　幾時か能く重ねて至らん水味似深山　　水味深山に似たり
詩の末聯で張籍の再度の来訪への期待を述べる部分に､｢原東居には何もお持て成しできるものはありませんが､
ただ深山の湧き水にも似た旨い泉水があります｣とあることに､注目しておきたい｡
また次の　｢原束居喜唐温瑛頻至｣詩では､原東居の泉水が､茶を煮るにふさわしい良質の水であることを述べる｡
曲江春草生紫閣雪分明汲井嘗泉味聽鐘間寺名墨研秋日雨茶試老僧鐺地近勞頻訪鳥
紗
出送迎
曲江春草生じ紫閣雪分明
な
井に汲みて泉味を嘗め鐘を聽きて寺名を問ふ
と
墨は研ぐ秋日の雨
かま
茶は試む老僧の鐺地近ければ頻りに訪ぬるを勞す鳥紗出でて送迎す
(大意)　曲江に､春の草が萌え､南山の紫閣峰に'残雪がくっきりと見える｡私は､井戸から汲んで'泉の味を味わってもら
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う｡君は'鐘を音を聞いて､どこの寺かと名を尋ねる｡墨を､秋の雨にすり､茶を､老僧の釜で煮る｡君は近所なので､何度も訪ねてくれる｡自分はそのたびに、鳥紗帽をかぶって門まで送迎するのだ｡
賈島は､唐温琪を迎えて､まず井戸水を出して味わってもらう｡お茶は老僧が置いていった茶釜で煮る｡ここま
で言った以上は､当然ながら､お茶も出したに違いない｡喫茶の習慣の浸透と共に､水質それ自体についてのこだわりが人々の心を捉え始める｡この詩で　｢泉昧｣をまず問題にする も､その文脈で理解する必要がある｡
※　泉水への関心は'喫茶の普及と共に高まった可能性がある｡喫茶の場合は､水を汲むことと茶を煮ることは'一連の時間の
中にあり､水の味は､直ちに茶の味として知覚される｡陸羽　(733~？)　の　『茶経』　(巻下)　には'
山水上､江水中､井水下｡其山水､揀乳泉･石池慢流者上｡其瀑湧端漱､勿食之､久食令人有頸疾｡又多別流於山谷者､澄浸不洩､自火天
至霜郊以前､或潛龍蓄毒於其間､飲者可決之､以流其惡､使新泉涓涓然酌之｡其江水､取去人達者｡井水取
扱多者｡
また張又新(生没年未詳､元和九年の進士)　の　『煎茶水記』　(不分巻)　には 陸羽 言を筆記する形で､
陸　(羽)　日　｢楚水第一｡晉水最下｡李　(湖州刺史の李季卿)　因命筆口授而次第之｡｢盧山康王谷水廉水第一｡無錫願惠山寺石泉水第二｡蘄州蘭渓石下 第三｡峡州扇子山 有石突然洩水濁酒冷状如龜形､俗云蝦蟇口水第四｡蘇州虎丘寺石泉水第五｡盧山招賢寺下方橋
潬水第六｡揚子江南零水第七｡洪州西山西東瀑布水第八｡唐州栢巌懸淮水源第九　(淮水亦佳)｡
盧州龍池
山顧水第十｡丹陽縣化觀音寺水第十一｡揚州大明寺水第十二｡漢江金州上游中零水第十三　(水音)｡歸州玉虚洞下香溪水第十四｡商州武關西洛水第十五　(未嘗泥)｡呉松江水第十六｡天台山西南峰千丈瀑布水第十七｡郴州圓泉水第十八｡桐盧嚴陵灘水第十九｡雪水第二十　(用雪不可太冷) 此二十水余嘗試之｣｡
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と述べる｡このような水質･泉味に対する関心は､喫茶の風の流行によってもたらされたと言って良く'
賈島もその中にいた
のである｡
原東居の井戸の水質についての賛美は'次のような自己の困窮を述べる｢朝飢｣詩においても表明される｡
市中有樵山此舎朝無煙井底有甘泉釜中仍空然我要見白日雪來塞青天坐聞西床琴凍折兩三弦飢莫詣他門古人有拙言
市中には樵山有るも
いえ
此の合には朝に煙無し井底は甘泉有るも
な
釜中は仍ほ空然たり
もと
我白日を見んと要むるも
ふさ
雪來たりて青天を塞げり坐しては聞く西床の琴凍えては折る兩三弦
)た
飢うるも他門に詣る莫かれ古人に拙言有ればなり
(大意)長安の町中にも薪を取る山はあるというのに､この家には朝も炊事の煙が立たない｡井戸の底には旨い水があ というのに､釜の中は空っぽのままだ｡太陽を見たい 思っても､雪が青空を塞いでしまう｡坐って西の机上の琴を聞こうとしても､冷たさ こわばって､二三本の弦が切れてしまう｡たとい飢えても'助けを求めて他人の門に行ってはいけ い｡彼の陶
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淵明も､そのとき言葉に詰まって辛い思いをしたではないか｡
食べ物はなく､ただ水しかないという発想は､その部分だけ取り出せばむしろ常套的である｡それでも｢甘泉｣
と称して､泉水に対する愛着を示しているいることを見逃してはなるまい｡
三の（2）　泉水の寓意
しかし賈島の泉水に対する執着は、その意味に対する趣味や審美眼によって説明が付くようなものではない。賈
泉の中に特別の　｢思い｣を込めて詠じている｡
次に読むのは､寓意 詩である｡寓意は､とかく嫌 機知に終りがちであるが､賈島のこの　｢寓興｣詩の場合
には､機知とは質の異なる真情が込められてい ものである｡
真集道方至貌殊妒還多山泉入城池自然生渾波今時出古言在衆翻為訛有琴含正韻
まさ
真集まれば道方に至るかたちことねたみま 貌殊なれば妒も還た多し山泉城池に入れば自然渾波を生ぜり今時古言を出だせば衆に在りては翻って訛と為る琴有り正韻を含むも
60
知音者如何一
生足感激
世顔忽嵯峨不得市井昧思嚮吾巌阿浮華豈我事日月徒
蹉跎
曠
哉
潁
陽風
千載無其他
音を知る者如何一生感激するに足るも世顔忽ち嵯峨たり市井の味を得ざれば
むか
吾が巌阿に嚮はんことを思ふ浮華
豈
に我が事ならんや
さた
日月徒らに蹉跎たるのみ
えい
曠なる哉潁陽の風千載其の他無し
(大意)真が集まると'そこに道が実現する｡しかし普通と違うだけで'人からは嫉妬されるのだ｡山の湧き水が､街の池に流れ込むと'おのずと濁った波となってしまう｡今'｢古言｣を口にすると､衆人の中ではかえって｢妄言｣と見なされるのが落ちだ｡琴が正しい調べを奏でた ころで'分か 人が果たしているものか｡その調べを聞いて､一生忘れ得ぬ感激を得たとしても､世間の人は冷たくせせら笑うだけだ｡自分には世間の味に同調できない以上､思いはあの気高い山岳へとあくがれてゆく｡俗受けする美は､自分の仕事ではない､それは歳月を無駄に費やすだけだ｡すがすがしい は､堯から天下を譲る話
きた
を聞いて潁水の陽で耳を洗い酒め という'あの偏屈者の許由の美談｡そんな話は､他 永遠に聞くことは きな ｡
ここでは'｢山泉⇔城池｣　｢古⇔今｣｢正⇔詑｣　｢市井
⇔
巌阿｣等々という具合に'相対する価値が対置されている.
君島の価値観が集約された趣がある｡
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｢山泉入城池､自然生渾波｣　の一聯に注目したい｡清澄な山の湧き水も､街中の池に流れ込めば､濁った波を立
てるのだ｡世俗と究極のところで決して相容れることがない､その泉水の清澄さへの思いが述べられている｡しかし賈島における泉水への思いは､単に世間　(市井)　の俗悪に向けられる､単に観念の産物としての反対項ではない｡この詩の泉が､そのような皮相の寓意を超えている所以は､泉の一面の特性だけを恣意的に取り出す ではなく､以下に述べるように､多様性の統体としての泉を､賈島は正面から受け止めてい からである｡
三の（3）　泉の属性　-　永続性
賈島は泉水に根源性を見ていたらしいが､それは一面において､時間に対する超越性､つまり時間の始まりと共
に存在して､その終わりまで貫徹する永続性 して感得されていたフシがあ ｡｢題山寺井｣詩を読んでみよう
沈沈百尺
餘
功就
豈斯須
汲早僧出走鑿新蟲自無藏源重嶂
底
澄
翳大空隅
此地如經劫涼潬會共枯
沈沈たり百尺餘
なししゆ
功の就るは豈に斯須ならん
HしJ<･つ
汲むこと早して僧は定を出で
おのづか
鑿つこと新たに 蟲 自ら無し源を
藏す重嶂の底
かげ翳を澄ます大空の隅
･も
此の地如し劫を經れば
からら
涼潬會ず共に枯れん
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(大意)　深々とした井戸は､百尺余り｡掘るのには'随分と時間がかかったのだ｡僧侶はもう禅定を終えて､朝早くから水を汲み､虫も寄り付かないのは､井戸を掘って間もないからだ｡地下水の源を､深い山の中に潜め､汚れのなさは あたかも雲霧を大空の片隅から拭い去ったかのようだ｡この清澄 泉 ､決して枯れることはな ｡もし枯れるとす ば'それは世界の終わりに出会った時なのだ｡
泉の中に､こうした永遠性を見出だすことは'そもそも必ずしも一般的ではない｡とりわけその永遠性を､泉の
滾々と流出する姿においてではなく'大地の底に潜む姿において描くことは､賈島に独特のものである｡賈島は見えるところにではなく､見えないところにおいて泉の本質を見ようとし いる｡
*
*
*
*
*
*
賈島は､大切な過去を回想する時に､その場面にしばしば泉水を引き合いに出す｡いわば泉水を介して'過去の
時間へと記憶を遡上させるのである｡
青門里作
燕存鴻己過海内幾人愁欲間南宗理將歸
北
嶽
修
若無
攀桂
分
燕は存するも鴻は己に過ぎたり海内幾人か愁へるなんしゅう南宗の理を問はんと欲し將に北嶽に歸りて修せんとすもよさだめ 若し桂を攀づるの分無くんば
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祗是臥雲休泉樹一為別依稀三十秋
た
祗だ是れ雲に臥して休せん泉樹一たび別れを為依稀た
り
三十秋
(大意)燕は舞っているが､鴻雁はもう北に帰った｡この世でいったい何人が､北の故郷に帰れないでいるこの自分の悲しみを分かってくれようか｡南宗禅の道理を尋ねて､北嶽に帰って修道しようと思う｡もし科挙に及第する運が自分にないならば､もはや遁世するしか道はない｡故郷 井戸端の樹に別れてから､殆ど三十年の時間が過ぎ去ってしまった｡
( 9 )
｢青門里｣は､賈島が昇道坊に名付けた別称である｡｢三十秋｣は'三十年の歳月｡それは元和七年の秋に応試の
ための長安に出て来た時点ではなく､十代の後半に出家して故郷の家を去った時点からの時間と解釈されている｡それはともかく､賈島が故郷を思う時､それが樹に蔭われた井戸であったことは興味深い｡
もう一首'故郷の泉水を詠ずる詩を読んでおきたい｡姚合の万年県の県斎で催された詩会における作と推定され
るこの詩の中で､賈島は､長安の雨を聞きながら､故郷にいた夜に垂水　(瀑泉)　の音を聞いたことを思い出すのである｡
雨夜同厲玄懐皇甫荀　
桐竹
遶庭匝
雨多風更吹還如舊山夜
めぐめぐ
桐竹庭を遶りて匝り雨多くして風も更に吹く
ま
還た舊山の夜に
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臥
聽瀑
泉時
磧
雁
來
期近
秋鐘到夢遲溝西吟苦客中夕話兼思
臥して瀑泉を聽く時の如し磧
雁
來
期近
く
秋鐘夢に到ること遲し溝西吟苦の客を
かた
中夕話りて兼ねて思ふ
(大意)桐と竹は､庭の周りを取り囲み､雨が降りしきる中､風さえも吹きつのる｡故郷の夜'臥して垂水の水音を聞いたかっての時を思い出す｡漠北の雁は'そろそろやって来るだろう｡秋の鐘の音は､夢の中に遠くから響く
｡疎水の西に住む苦吟
の詩人よ､君のことを'われらは夜の更けるまで語り合い'そして懐かしんでいる｡
この　｢瀑泉｣は'先の詩に見えた｢泉樹｣　の井戸とは異なるものであろう｡ここでも賈島は'故郷を'瀑泉　(流
れ落ちる泉水)　の記憶と共に憶い出している｡泉水は､賈島を時間の根源'つまり今の自分を支えるある本質的な起点へと連れて戻す大事な契機となっている｡
次の｢寄孟協律｣詩は'故郷ではなく'孟郊との初めての出会いを追憶する作である｡そこにもやはり泉水が顔
を出しているのは､偶然ではあるまい｡通説 よれば､元和六年811の春'洛陽で韓愈･孟邦と結識し、その冬に故郷の苑陽にいったん帰る｡その時に苑陽で孟郊を思って作った作品となる｡
なみだ
我有弔古泣　　我に古を弔ふの泣有るも
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不泣向路岐揮涙灑暮天滴著桂樹枝別後冬節至離心北風吹坐孤雪扉夕泉落石橋時不驚猛虎
嘯
難
辱君子詞
欲酬空覺老無以堪遠持岧嶢倚角窗王屋懸清思
路岐に向かひては泣かず
ふるそそ
涙を揮ひて暮天に
灑げば
つ
滴は桂樹の枝 著く別後冬節至り離心北風吹く坐して孤なり雪扉の夕泉は落つ石橋の時猛虎の嘯きにも驚かざるも君子の詞を辱けなくすること難し酬いんと欲するも空 老を覺ゆ以て遠くに持するに堪ふる無しち上･つぎ上う岧嶢角窗に倚る王屋清思懸かる
(大意)自分は､古えを慕って涙を流すことはあっても､生活の辛苦で､立ち往生して泣いたりはしません｡涙を拭って暮天に振り撒けば､涙は桂樹の枝にきらきらと掛かって､香しく匂い立ちます｡別後､冬がやってきて､別れの思いに､北風が吹きすさぶ時｡一人､雪に降り込められた家にいて､ つ 洛陽の石橋で泉が滴るのを先生と眺め ことを思い出します｡自分は､猛虎の咆哮にもたじろぎませんが､先生の詩 頂戴するのは畏れ多いことです｡良い詩 返そうと努力し も､詩想の衰えを嘆く始末で､遠くの先生にお届けするものが出来ません｡窓 片隅に､聾え立つ山が見えます｡先生のいる方角の王屋山
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の
巓に'自分の敬慕の思いがぶら下がって飄っています｡
泉水が'過去の時間へ回帰する契機となるのは'一つは､井戸が日常の生活と一体化し､故郷の生活と分かちが
たい記憶を作っているからでもあるだろう｡しかし｢還如舊山夜'臥聽瀑泉時｣に現れる瀑泉は'故郷のある場所で耳を傾けたことのある瀑布の音である｡また孟郊との出会いを話る詩の　｢泉落石橋時｣も､洛陽の石橋で孟郊と共に眺め 瀑布の姿である｡従って､生活との密着だけを理由に､泉水と過去の時間への回帰を結びつけるわけにはいかない｡やはりこ は､人間の時間を超越して'不断に常住する根源的な存在としての泉水が想起されていると見るのが適当であろう｡
*
*
*
*
*
*
泉水に読み込まれた時間の永続性は'過去の｢始原｣　の時間を想起する文脈に現れるだけではなく'死者を悼む
詩の中にも独特の形で現れることになる｡まずは詩友 孟郊の死を悼んだ｢哭
孟郊｣詩｡
身死聲名在多應萬古傅寡妻無子息破宅帶林泉家近登山道詩隨過海船
身は死するも
聲名在り
まさ
多くは鷹に
萬古に傅はるべし
寡妻子息無
く
破宅林泉を帶ぶはか家 山に登るの道に近く　詩は海を過ぐるの船に
隨ふ
?????
????????
??
??
?? ??????????、??????????????。???????、????????、????、????? ? 。 、 ? 、 、 ? 。? 、? ??? 。
???????????、?????、????????????、??????????????。?????
?????、?????????、??????????????????????????????。?????? ? 、 ? っ ?、???????????????? 、?? っ 、 っ 。
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?? 、? 「 」 。?? 、 ?????????。????? ??、????????
??
??。
※ 
???????????????????、?????????????????。
?????、?????。?????????
??「? 」???????????????? ? 、 。 ????、「??」????
?っ????、「??」?????っ?????????。 ?、
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野花愁對客'泉水咽迎人｡(王維｢過沈居士山居哭之｣)
この詩でも'｢野花｣は悲しげに咲き'｢泉水｣も咽び泣いて弔間者を迎えるのであり、
先の詩と同じ擬人法によるものであ
る｡この比較の結果'君島の詩の泉が根源の生命力を暗示する用法の独自性が一層際立つことになる｡
次に読むのは'華厳宗の五租･宗密(会昌元年841示寂)を悼む｢哭宗密禪師｣詩である｡
鳥道雪岑巓師亡誰去禪凡塵增減後樹色改生前層塔當松吹殘蹤傍野泉唯嗟聽經虎時到壞菴邊
せつしんいただき
鳥道雪
岑の巓
ゆ
師亡すれば誰か去きて禪せん凡塵滅後に增
し
樹色生前に改まる層塔松吹に當たり残蹤野泉に傍ふ
なげ
唯だ嗟く經を聽きし虎の
ほと
時に壊竜の邊りに到るを
(大意)鳥がようやく越えるほどに高くそびえ立つ､雪を戴いた山の峰｡禅師が亡くなった今､いったいその峰に誰が禅を修めに訪れようか｡机の埃は､禅師の滅後 敷き積もり､樹の色も(禅師の死を悲しんで)生前と様子を変える｡高 墓塔は､松風のそよぎの中にあり'禅師の足跡は､野辺の井戸の側に残る｡ただ悲しい は､読経に耳を澄ませたというその虎が'時折､荒れた庵のあたりに禅師を偲んでやって来ることだ｡
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宗密禪師は､生前に井戸を尋ねては泉水を汲み上げていた｡禅師の足跡は'他の場所ではなく､その井戸の周囲
に深く印されている｡この文脈の中で､あえて井戸を選び取ったことに､やはり詩人賈島の特異性を認めることができるだろう｡この二篇の死者を悼む詩に現れる泉｡それは､死者の世界 属する黄泉を暗示する明け透けなアレゴリーなどではない｡賈島にすれば､泉が現にそこに存在することが､必要とされたのである｡非在となったものに村して､不断に込み上げる根源 力を描き添えることで､慰謝としたのである｡賈島の泉水に対する執着は､理性的了解が追いつかない世界に発しているように思われる｡
三の（4）
　泉についての省察
故郷で過ごした時間や､友人とのかけがえのない出会いの場面を思い出す時に現れる泉､また死者の追慕の中に
現れる泉は､始原の時点を指し､永遠の時間を象徴するものであった｡しかしそれらはあくまでも間接的 示されるものであった｡
次の詩の場合､その始原性･永遠性が泉の本質として正面から語られることになる｡
雨後宿劉司馬池上
藍
湲
秋
漱
玉
此地漲清澄蘆
葦
聲
兼雨
くちすす
藍
湲
秋に玉もて
漱
ぐ
此の地清澄漲ぎる蘆
葦
聲
は雨を兼ね
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芰荷香遶燈岸頭秦古道亭面
漢
荒陵
靜
想泉根本
幽崖落幾層
きかめぐ 芰
荷香は燈を遶る
岸頭は秦の古道亭面は
漢
の荒陵
靜 に泉の根本を想ふ幽崖落つること幾層
(大意)　藍籍に来て'秋に美玉で口を淑ぐ｡この地には､清澄な水が湛っている｡蕊葦は'雨に打たれて鳴-､糞荷は'燈の側まで香を漂わせる｡岸辺は､ の時代の古い街道｡革は､漠の時代の荒れた陵墓と向かい合う｡静かに'泉の根源に思いを致すのだ｡岩壁 伝って山の高みから流れ落ちる､その泉の根源を｡
藍
溪
は､玉山から滲み出て流れ落ちた渓流を集める川である｡その玉山は'美玉の産地として知られる山である｡
こうして玉山から流れ出る藍溪は'玉のように澄んでなめらかな泉水の純粋性が保証されることになる｡ー その一方で､藍溪の道は､古くより長安から南山を越えて漢水に通ずる､長江中流地域に向かう交通の要路であ
り'ま
た藍溪を下れば灞水に合 して､そこ 灞陵をはじめとして前漢の陵墓を集める地域である｡要するにここは'歴史の時間を刻み込んだ土地なのである｡
この詩は'賈島の泉水に対する観照を綴ったものであるが'とりわけ興味深いのは｢靜想泉根本｣　の一句である｡
賈島は'泉水を単なる即物的な知覚の対象として捉えているのではなく'その知覚の範囲 外にある根本に思索をめぐらしていたことが'端無くもここ 表明されている｡泉水 属性 '清澄性である｡また歴史に対する超越性である｡すなわち藍溪 満たす泉水は､秦漢の遺跡と時間を共にしてきた｡そして大地 奥処から湧き出してく
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根源性である｡これらのことが､印象風に断片的に､要するに非思索的に羅列されている様に見えるのだが､しかし賈島の自ら語る｢靜想泉根本｣の句によって､これらの泉水の属性が､賈島の中で一つの統体に凝縮され､把握されていることが判明する｡賈島のこの詩に示されるような泉水に対する形而上学的思索は､唐代 他の詩人たちの詩には絶えて見られないものである｡
三の（5）　泉の根源性
次の　｢口號｣詩になると､泉水に対する愛着は､先程の観照を超えて､宗教的ともいえる情熱を帯びる｡それは
最早､即物的な水などで なく､ の存在を象徴す ものなのである｡
中夜忽自起汲此百尺泉林木含白露星斗在青天
こつじ
中夜忽自として起き此の百尺の泉を汲む林木白露を含み星斗青天に在り
(大意)　真夜中にふと起き出して､この百尺の深さの井戸から水を汲む｡林には､白露が結び､北斗星は群青の空に掛かっている｡
深夜の時間､それは賈島においては､地上の総てのものが活動を休止して､ただ根源の存在だけが息づき､エネ
ルギーを蓄積する時間と感得されている｡賈
島は､その　｢地上の総てのものが活動を休止｣した深夜の時間に､何
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の予感もなく'この時ふと目を醒ましたのである｡それはいわば禁断の世界に'迷い込んだに等しい｡そこで賈島を待ちかまえていたもの'それはきらきらと光る白露をいっぱ に葉先に含んでたたずむ林の木々であり'深い群青色の天空を背にふるようにまたたく星々と北斗の姿である｡人間の営みをよそに､自らを荘厳に現在させているその　｢根源｣　の活動に､賈島は五体をもって触れる 　-　井戸が現れる は、　その文脈である｡井戸は､百尺の深さとして提示される｡泉水が 深く'大地の奥処を満たして ることを直覚的に表現しょうとするもの
つるべなわ
ある｡賈島は'この時そ 大地の奥処に向かって長い釣瓶の綆をおろして､泉水を汲み上げる｡それは天空の星々や､木々の葉末に輝く白露ととも '根源の存在に属するものであり'賈島は の汲み上げた泉水のしずくを口に含もうとす ｡天地 根源 エネルギーを体内に吸収する､それはいうなれば'宗教的な秘儀に属する行為である｡
地上の総てのものが活動を休止する中で'ただ根源の存在だけが息づいてエネルギーを蓄積するという感覚は'
賈島に独特のものである｡泉水に関わる同様に興味深い用例を二つ掲げる｡
田
將
軍書院
滿
庭花木半新栽
石
自
平湖遠岸
來
筍迸鄰
家還長竹
地
經
山雨幾層苔
井當深夜泉微上
庭に滿つるの花木半ば新たに栽う石は平湖の遠岸自り來たれり筍は鄰家に迸りて還た長ずるの竹地は山雨を經て幾層もの苔
かす
井は深夜に
當
たりて泉微かに上り
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閣入高秋戸盡
開
行背曲江誰到此琴書鎖著未朝迴
闇は高秋に入りて戸盡く開けりあゆみ行は曲江に背けば誰か此に到らん琴書鎖著して未だ朝よ 迴らず
(大意)庭いっぱいの花木は､半分は近頃植えたもの｡庭石は､湖の遠い岸から運んできた｡筍は､はみ出して隣の家で立派な竹となり､地面は､高台に降る雨を経て苔が厚く
蔽っている｡井戸は深夜になると水位もじわじわと上がり､高殿は爽やか
な秋になると窓をいっぱいに開け放つ｡曲江とは違った向きに歩くので､誰もここまではやって来ない｡琴書 仕舞われたままで､将軍はまだ朝廷からお帰り はならないのだ｡
賈島は､このとき恐らくは田将軍の家敷に宿泊している｡そして将軍が朝廷に出勤した後も賈島は屋敷に留まっ
て､将軍の帰りを待っているのであろう｡ここでは｢井當深夜泉微上｣が注目の句である｡泉水は､深夜に当たって人知れず漲り､水位を高める｡これは賈島がたまたま井戸を覗き込んで確認したようなものではなく､彼の日頃の思念を延長する中で得られた旬である｡これと対
旬を組む｢閣人高秋戸盡開-閣は高秋に入りて戸盡く開く｣は､
秀句ではあるが､秋を描いて一般的な表現 枠の中に収まっている｡しかし夜に人知れず水位を上げる井戸を取り上げて詠ずる詩人は 賈島以外にはいない
處州李使君改任遂州因寄贈
庭樹幾株陰入戸　　庭樹幾株か　陰は戸に入る主人何在客間蝉　　主人何くに在りや客蝉を聞く
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鑰
関原上高
樓
鎖
瓶汲池東古井泉趁靜野禽曾後到休吟
鄰叟
始安眠
仙都山水誰能憶西去風濤書滿船
かぎ鎗もて開
く
原上高
樓
の鎖
かめ瓶もて汲む池東古井の泉
を
靜を趁ふの野禽曾て後れて到り
や
吟ずる 休むるの鄰叟始めて安眠す
おも
仙都の山水誰か能
く
憶はん
西去すれば風濤書船に満つ
(大意)幾本かの庭の木は'深い影を入り口の扉まで落としている｡主人は今どこにいるのだろうか､自分はここを尋ねて蝉の声に聞き入っている｡鍵で､原上の高殿の錠前を開け'瓶で'池の東の古井戸の水をく
み上げる｡野鳥は静けさを求めて'
ようやくここに飛んでくる｡隣の年寄りはぶつぶつ言うのを止めて､寝付いたようだ｡仙都山　(縉雲山)　の美しい景色を､いつまでも誰が憶えていられよう あなたは舟 っぱいに本 積ん ､きっと長江の風壽の中を西の遂州に向かって旅しているのだ｡
処州(浙江省
麗水縣)刺史の李繁が'遂州刺史に転任した｡その留守宅を訪ねた時の作｡この詩が描くのは'夜
ではなく'白昼である｡興味深いのは'その留守宅で'賈島は井戸の水を汲んで飲もうとしていることである｡主人が不在の時間にあっても'井戸は忘れることなく新鮮な泉水を漲らせている｡これは､深夜の人間が不在となった世界にあって静か 泉水を蓄える井戸 延長に位置している｡
*　　　　　　　*　　　　　　　*　　　　　　　*　　　　　　　*
*
泉水は'人間不在の時間の中にあっても大地の奥処で静かに己れを蓄えて'水位を漲らせる｡賈島はその中に､
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根源のエネルギーを直覚している｡次に読む詩は､そのような
賈
島の思いが純粋に表出されたものである｡
戲贈友人
一日不作詩心源如廢井筆硯為轆轤吟詠作
縻綆
朝來重汲引依舊得清冷書贈同懐人詞中多苦辛
一日詩を作らずんば心源廢
井の如し
筆硯は轆轤と為し
ぴこう
吟詠は縻綆と作す朝來重ねて汲引すれば舊に依りて晴冷たるを得たり
おもひ
書して懐を同じくする人に贈らん詞中には苦辛多し
(大意)一日詩を作るのを止めると､ の源が､枯れ井戸のようになってしまう｡筆硯は､井戸水を汲み上げる轆轤だ｡吟詠
つるべなわ
は､その釣瓶に結んだ綆だ｡朝はやくに汲み上げてみると､昨日と何も変わらぬ晴列な水だ｡その心の源から汲み上げたばか-の詩を紙に書いて､同志の君に贈る｡詩中には､人知れぬ苦心が龍められているのだ｡
賈島は､創作力､つまり自らを作詩に駆り立てるエネルギーを､井戸の底に湧き出す泉水に譬えている｡筆と硯
は'釣瓶を巻き上げる轆轤であり､いざ詩を吟ずることになるのは､釣瓶の
綆
を井戸に下ろすことだと､賈島は言
う。 ー賈島は､井戸の泉水に､不断に湧き上がる根源のエネルギーを感得していて､それを己れに備えられた創
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作力の高貴な謦喩としたのである｡もっともこれを謦喩と解釈するようでは'そこに観念の操作が入り込んでいて'正確ではない｡賈島は'この二つが全く同じ源に由来していると'理窟抜きに直覚しているのである｡
結語
原東居の生活は'いわば賈島の後半生の全てである｡賈島の文学活動の大部分は'ここにおいて営まれた｡
( 1 0 )
しかし原束居の生活は'孤独の中にあった｡賈島は'無官であり､またそこには家族が集う様子もなかった｡賈
島は二十年余り､家郷を離れて'長安にいわば僑居 ていたのである｡賈島が孤独の中で いったい何を支えに原東居の生活を続けることができたのか'それは不明とするしかない｡しかしただ一つ明らかなことは'
賈島には､
喜びもあったに違いない である｡人が生きる時には'悲しみの総量に見合うだけの喜びが必要なのである｡
確かに賈島には'詩作の喜びがあった｡そのことは'賈島自身が述べるところである｡しかし詩作は'それだけ
を糧にして続けることはでき ｡賈島には'孤独に堪える力と'自らを詩作に駆り立てる力が必要であり'それを根強から支えるさらなる何かが必要だったのである｡
本稿は'その何 を'
賈島における泉の体験の中に求めてみた｡賈島の泉の認識は'比倫の方法をとらなかった｡
すでに他に存在するものを､泉 一面の特性に擬え重ね ような寓意の方法を 取らなかった｡あるいは全く反対に'泉の本質 'すでに他に存在す もの 擬え重ねることによって理解しょう する認識 方法を'取らなかった｡賈鳥は'いわば泉の中 直かに参入することによって､そこに根源の存在を感得してい ｡賈島は その根概の体験の中で'原東居における孤独な生活に堪えへまた自己を詩作に駆り立 る を得たのであ ｡
77　　賈島における｢泉｣の意味
賈島は､見えないもの､正確に言えば形の背後にひそんで見えないものを､見ることのできる稀有な詩人だった｡
無論すぐれた詩人が､皆そのようであったわけではない｡しかし見えないものを見ることのできる者は､すぐれた詩人となる資質を持ち合わせている｡賈島は､そのような詩人だった｡
言葉に達者な詩人'言葉を豊かに紡ぎ出せる詩人が一方にいる中で､賈島の言葉は貧弱であり､訥
弁ですらあっ
た｡しかしその訥
弁の賈島がすぐれた詩人となったのは､一に掛ってその稀有な資質によるものであろう｡それは
苦吟と呼ばれる 為的な言葉の鍛錬の成果などではない｡苦吟の詩人は くらでもいたが､賈島は一人しかいなかった｡賈島の文学を考えるときには､この一点を外すわけにはいかない｡
この試論がどれほどの有効性を持つのか､賈島の詩をさらに読みつつ､さらに考えてみようと思う｡
【 注 】
(1)( 2 )( 3 )( 4 )
｢就可公　(無可)　宿｣詩に｢十里尋幽寺､寒流數派分｡僧同雪夜坐､雁向草堂　(草堂寺)　聞｣｡なお落涙の用法は､盛唐期以降漸減する｡涙を逆泉のように迸らすと言うのは､盛唐的な誇張表現なのであろう｡｢泉｣　の字を詩題･詩中に詠み込んだ詩は､王維34首､李白65首､杜甫6 0首､岑参2 5首､劉長卿2 1首､韋応物40首､　皎然
37首､張籍26首､王建29首､元
稹30首､劉禹錫24首､韓愈1 9首､柳宗元9首､姚合3 7首｡
権臣襲度　(7?5-8?9)　が 長安の興化里に豪勢な池?を営んだこと､また晩年　(大和八年)　に洛陽の鼎門外の午橋に?を凝らした別?緑野堂を築き､白居易･劉南錫らの文人を集めて??したのは､むしろ前時代の王侯貴族の趣味を承け継ぐものである｡『旧唐音』巻一七〇｢?度伝｣に｢度以年及懸輿　(七十歳)､王綱版蕩､不復以出?為意｡東都立第於集賢里､築山穿池､竹木叢?､有風亭水樹､梯橋架闇､島 環､極都城之勝概｡又於午橋創別?､花
ヽヽヽヽヽヽヽヽヽ
木寓株､中起涼?
暑館､名
?
緑野堂｡引甘水貰其中､?引脈分､映?左右｡度?事之隙､?詩人白居易､劉?錫?
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?終日'高歌放言､以詩酒琴書??､?時名士､皆?之遊｣｡
(5)　?度は長安興北里に豪壮な池亭を構え'そこに自居易･劉?錫･張籍らを招いて　｢西池落泉聯?｣を作っている｡
なお?度については､(注4)　参照｡
ヽヽヽヽヽヽ
(6)　厳密に言えば､白居易は泉水と井水の双方 意識する時'両者を相対立する性格のものとして理解していたようで
ヽヽヽヽヽヽヽヽ
ある｡｢不比山上泉､比君井中水｣(｢和答詩十首､和分水嶺｣)'｢井鮒思反泉'寵?
悔出谷｣(｢孟夏思
?
村
?
居寄舎弟｣)
?
特に後者の例は分か?易い｡｢龍｣は閉塞､｢谷｣は自由の象徴｡同様に､｢井 は閉塞､｢泉｣は自由の象徴である｡閉塞した井戸 中の水と'自由に流動する泉　(河川)　の水との対比が 白居易にはあったのだろう｡
(7)　但し例外もある｡?合は後年は高官に昇進し､自宅に庭園を営む余裕も出来た｡｢題家園新池｣　に｢数日自穿池'引
泉来近?｡尋渠通咽?､ 岸待晴時｡深好求魚養'聞堪?鶴期｡幽??
難
?
､入夜睡常?｣｡この辺になると､自居
易の造園の詩と大同小異である｡また?居易に寄せた ｢寄東都分司?賓客｣詩の後半｢賓客分司真是 ､山泉?宅??
貧｡竹?
晩起多無事'唯到龍門寺裏頻｣は､?合が白居易の造園趣味に違和感を覚えなかったことを示す｡た
だ　｢ ?貧｣と? 付け加える点が､武功体の詩人の面目である｡
(8)　｢古井｣は､常楽坊にある景公寺の八角泉を言うか｡原?居のある昇道坊は､常楽坊の三つ南の坊里であ ｡(9)　昇道坊の東北の角に位置する延興門を､ 島 好んで前漠 長安城 東門の一つである青門に擬えた｡また青門
接するみずからの昇道坊を青門里と称した｡
(1 0)　?島が妻帯したことは蘇
?｢唐?司倉参軍?公?銘｣　に｢夫人劉氏｣とあることから知られるが､結婚の時期も含
めて事情は一切不明｡
